
人間と軒学 県立広島大学保健福祉学部誌 8(1) 25 -38 2008 

[学問の周辺]

近代ヨーロッパ医学の科学的基盤

一古代ギリシャの自然哲学者の果たした役割一
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県立広島大学保鍵福祉学部教授

はじめに

ヨーロッパの街を最初に自にしたのは 1972年8月，

西ドイツのボン大学に留学したときのことである O そ

の頃ドイツは，東西に分断されてお与，ボンの衝にも

第二次世界大戦の名残が債の片璃に見受ぜられたが，

西ドイツの言都として美しく整信されつつあった。

ヨーロッパの詰を見るにつけ 建物の壮大さに日を奪

われる C 例えば，ボン大学の本部は，ケルン選帝侯の

間荘として建築されたもので堂々たる樟容を誇って

いる C 隣町のケルンにはヨーロッパ随ーの大聖堂があ

り， 600年余の歳月を費やして建築されたといわれ，

いまだ完成していない部分があるとのことを耳にすれ

ば，我々日本人の想壊を超えたものが品るように患わ

れる O

教会建築にしても ピザンチン議式からロマネスク

様式，ゴチック様式，バロック様式，ロココ様式へと

移号変わり，常に新しく変北し，絵画においても，中

世絵画からルネッサンスの自然主義(写実主義)を経

てバロック様式から印象派，抽象画に至る変北は，ヨ

ーロッパ立らではの感が島る。伝統を重んじ，伝統か

ら一歩でも外に出ることをためらう日本の精神文明と

比較すると，大きな隔たりのあることを改めて惑ず

るO

明治以後，日本人が懇命に取号入れたヨーロッパ文

明，特に，科学技術の面は，日本の近代化に大きく貢

献したことは確かであるが そのヨーロッパ文明の流

れは，いつの時代から，どのように発展してきたか，

その誤底に、流れるものがどのようなものであるかを知

らずして，現代科学を論ずるわけにはL功ミないように

思う G

ヨーロッパで発展した自然科学の流れは，古代ギリ

シャが混流と考えられている。この古代ギワシャの文

明は，吉1-¥エジプト メソポタミアで長い間培われた

天文学，数学，幾何学者どの経験的知識の蓄積を継承

し，紀元謡6-5世紀の古代ギリシャで科学のレベル

にまで純化されたもので品る O その投割を担った人の

中にターレスが，ピタゴラスが，デモクワトスが，ヒ

ポクラテスが，及びその他多くの哲人科学者がいる。

すでにこの時期に「論理学」が擁立され，近代科学の

萌芽が殆ど全て出そろっている O 部ち，ピタゴラスの

「数学J，デモクワトスの「古代原子論J，ソクラテス，
プラトンの f哲学J，I憧理学」 ヘレニズム時代には
アリストテレスの「自然学科学J(運動学，動物学，
解剖学，動物発生学，など)，ユークリッドの「ユー

クリッド幾何学J(平面幾何学)，アルキメデスの「物
理学J(重力， 1手力などになどである o I古代原子論j
学説を受け継ぐヱゼクロス学、謙の人々が「唯物論J的
思考に向かっていったことも，今日から見れば当黙の

ことである。

ヨーロッパでは，この古代ギリシャの自然学(自然

科学〉の流れを受け継ぎ，近世ではコベルニクスが，

ケプラーが，芳、ワレオが，ニュートンが，現弐ではア

インシュタインが ハイゼンベjレグがいるというわけ

である O

医学・塁療の領域でも，紀元前5世紀に「医聖」と

よばれるヒポクラテスが ヘレニズム時代のアレキサ

ンドリアにヘロフィロス，ヱラシストラトスが，ロー

マのガレヌスがおり 中世では近代解剖学を確立した

ベザワウスが，外科のパレが，近世では血譲循環説を

確立したハーべーがいる。

ヨーロッパ中世議期のんネッサンスの時代に，古代

ギリシャ文明の復活を顕い，自然主義，人文主義が興

隆したことも，彼らの背景にある古代ギリシャからの

遺産を考えれば，ごく自然の成り行きであったように

思われる。
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以下，古代ギリシャの自然哲学の展開と，それがヨ

ーロッパの医学，医療の発展に及ぼした塁手響について，

知れる範西内で簡単に述べてみる o

し古代ギリシャにおける自隷哲学(自察学)
の夜明け

1. イオニアの自然学(記元前6.....5世紀)

紀元前数千年前から，ヱジプトやメソポタミアでは，

数学，幾何学，天文学が発達し，エジプトでは，すで

に1年を 365日とした太揚暦を用いていたといわれ

るc 当時のエジプト人やメソポタミア入は，自黙を詳

細に観察し，天体の移り変わりを正確に記露して蓄積

し，その周期的な現象(日蝕や月食など)も担握され

ていた。これらの豊富な知識は 神託に係わる聖職者

が寿;こつけており占星荷に応用されていたといわれ

聖職者は知識の宝車であった。

紀元前8-5fft紀頃の古代ギリシャは，本土のアテ

ネを中心とした都市国家を中心とし 東方イオニアの

植民地{現在のトルコの地中海沿岸)，いわゆる小ア

ジアの都市国家や 南イタワア{西方イオニア)の植

民地も含まれていた。東方イオニア地方は，メソポタ

ミア，エジプト主どの先進文明国家に近接し，経済的

な交流も盛んで，早くから繁栄した都市国家ができあ

がっていた。この地の人々は，畠分の吾に映り，肌に

感ずる事物(形あるもの 自に見えるもの)を，ある

がままに見，自分を取り犀む世界全体が，何によって，

どのように構成されているのかを確かめることに興味

を持ったといわれる G 特iこ，ミレトスで誌，紀元前8

量紀頃，すでにこの地でホメロスの文学(叙事詩)， 

11ワアスJ，1オデッセウスjができあがっていたこ
とでも分かるように，学問的立環境は，早くから整っ

ていたと考えられる G この東方イオニア地方を中心と

した吉代ギワシャ人の最も画期的な思考の産物は「自

然の発見J，即ち「自然学」である O

東イオニア

紀元前6世紀のミレトスでは すでに初期自然苦学

が芽生えており，この一援の人々がミレトス振と呼ば

れる自然哲学者である O この一涯の中心的な人物が，

当時の七賢人の一人でもあり， 1科学の父jとよもば
れるターレスである O

a. ミレトス深(東イオニア)の自然学
i)ターレス (BC640?"'"546) 

彼は，小アジアのミレトスに生まれ，父母はブェニ

キア人で，若い頃から船に乗り エジプトや中東に出

かけていったといわれる O 航海には天文学が必要であ

るので，天文学にiまある程度精通していたと考えられ

るが，航海中，エジプトやメソポタミアを含持た多く

の地を訪れ，聖職者から，天文学，数学，幾何学，航

海能について学び 当時知られていた殆ど全ての知識

を身につけていたといわれる。被について知られてい

ることは， BC585年の日数を予測したこと，エジプト

のピラミッドの高さを三角

法の定理(幾向学)を用い

て正確に計測したこと，遠

く離れた船から海岸までの

距離を計測したことなどで，

特に，紀元前 585年のB蝕

を予言したことは， 1)ュデ

ィア人とベルシャ入との戦

争を中断させたことにも関

標して，ー擢ギワシャ全土 ターレス畿

に知られるようになった。

もう一つの，被の科学者としての卓越した才能は，

自然現象を説明するのに超自然的宗教的立考え方

を排除したことにある。被を中心とするミレトス諜の

自撰学者にとって，当時の，最大の哲学的命題は，

f自然(形あるもの)は詞によって構成されており，

耗に帰って行くか」であった。披は 自分の周囲の事

物を良く観察し，熟考し，神に頼らず，分析的にその

現象を追求した。その結果 万物の根元をなす元素

(アリストテレスはそれをアんケー“arche"と呼んだ)

は f本jと考えた。 f本(液体)は冷却すれば永(毘
体)となち，熱すれば気体と

主るJ，1本のあるところに生
命が毒るJ，1水は生命に等し
Lリと主張したため，彼法，

f本の入Jとして知られてい
るようになった。アリストテ

レスによれば， rターレスが
この考えに達したのは，おそ

らく彼が，万物の養分は湿っ

ており，熱はそれ自体湿った

ものから生まれ，それによっ

て生きて好く一一一一そし

Eイオニア てあらゆる生物の種子には
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湿りがあり，さらに本法握ったものの本性の根元であ

るO ということを見たからでるろう」と書いている。

神秘的な白黒現象は「持Jの啓示と考えられていた
当時としては，被の思考方法は画期的なものであり，

この頃から分析的，議理的に物事を考えるようになっ

たものと思われる O このことこそ 科学的思考の姶ま

りであり，彼が「科学の父jといわれる所以でもある。

しかし，彼の知的活躍は， r自黙学jのみならず，
当時の自然哲学者達がそうであるように， r数学J， 
f幾何学J，r天文学J，r論理学J，r社会学」などの広
p領域に及んでいたといわれる。

伎をはじめとする当時の初期自然学者の著作法全て

失われ，現在は残っておらず，アワストテレスや，そ

の後に輩出した白熱学者哲学者達の著作によってわ

ずかにうかがい知るのみである。

ii)アナクシマンドロス {BC610""546頃)

被;ま，ミレトスに生まれ，ターレスの弟子として知

られている O 彼は 最初に地図を描いた人としても有

名で，当時旅の途中で、出会った様々な民族の助言を海

図に書き込んでいたらしく フェニキアの商人にとっ

て法，大いに喜ばれたといわれる O また，日時計を発

明したり，スパルタ地方の地震を予見することにより，

多くの人々を救ったとされている O

被iま， r自然についてJ，I地球の冨転J，r恒星につ
いてJ，r醸体」その勉，多くの著作を残したといわれ
るが，これらは全て失ちれ現存し立い。ターレス同

議，思考の内容は その後の人々の断片的な引用によ

って，うかがい知るのみである c

被の諦ターレス法，万物の根元を{水jと考えたが，

被は，持定の元素が万物を生成，清滅の根元では立く，

ある「不定の基体J，r無限なるものJ(ト・アペイロ
ン〉こそが始諒で為ると考えた。この「不定の基体j

から椙買する 2つのもの f温jと「冷」が生じ， r温j
は宇宙の外側に， r冷J，ま中J心に移動し，また，逼か
ら「乾」と，冷から f湿jが生じ， r湿」から誌海水
が生まれ，また，それが蒸発して雲を形作ると考え

。
た

被の宇宙に関する考え方には独特なものがある o .&P 
ち，大地は宇宙の中心にあり，上面が平らま，とてつ

もなく大きな円柱で，高さは円柱の直径の3分の 1で

あるとした。この円柱状の大地の居りは圧縮した空気

の層で被われた巨大立火の環が回転していると考え

た。この火の環の内側には穴の空いた殻があり，太揚，

月，星立どは，その穴から見える巨大な火の一部であ

るとした。

被の宇宙観は，相反するもののせめぎ合いと均禽，

調和からなり， r秩序づけられた調和のある全捧Jと
するものである。

iii)アナヲシメネス (BC5世紀半ば頃活躍)

ミレトス生まれで，アナクシマンドロスの弟子であ

る。被誌， r白熱論」を書いたが，その酷片しか残っ
てい立い。その断片;こ誌 「我々の魂誌空気であって，

我々を統括しているように 空気が世界全体を抱擁し

ているJと書かれているという。
被の主張の基本は り宇古は空気からなっており，

2つの現象，即ち，濃縮化と希薄化という現象によっ

て保たれている o 2)火は空気が特間に希薄になっ

た形態で品る O そして空気は逆に濃厚になると，雲に

なり，本になり，泥になり その次には土，又その次

に誌石となる o 3) 白熱界の元素は，賓的iこではなく，

量的に異なるのみである O 即ち 全てが同ーのものか

らできているからである。 4)r熱いものjとか「玲た
いものjは空気を変化させる「原因」ではなく，空気

が変化した f結果jで為る。というものである。 こ

の「濃縮化jと[希書ftJという相反原理は，自然全
体の多様性を理解する上に極めて有効で，後生の自黙

学者，自然哲学者に受け継がれ，医師(医学者)にも

大きな影響を与えていった。

iv)ヘラクレイトス (BC500年護活曜)

ヘラクレイトスは 東イオニアのヱブェソス生まれ

の貴族で，第 69オリンピア祭(紀元前500年)頃絶

頂期であったといわれる。被法長男であったが，他人

と交おることを避け，家督を弟iこ譲り，早くから穏棲

したといわれる O 立身出世を好まず，民衆を見下し，

唯我独尊を訣めていた。被誌 「自然について」と題

する本を書き，地入に見られぬようにヱブヱソスのア

ルテミス神殿に奉納した。この本を初めて一瞥した入

であるソクラテスは， r私に理解できたところはすば
らしいし，理解できなかったところもそうだろう」と

いったといわれる。被の患悲は， 1) ロゴス(言葉)， 

2) あらそい(相克)， 3)反対物の一致， 4)万物は一

つ，を基盤とする。ロゴスは，世界の存在事物のあり

方を決定する秩序で品り 規則法周である a このロ

ゴス，即ち言葉によって事物の存在が明らかとなる。

この寄在事物は，常iこ毒らそい，変化し，生成消滅す

る(万物は流転する)。世界には 相反する諸要素が

多くあり，それらの交互作用により宇宙が生成された

と考える O 又，全きものと全からざるもの，和合する

ものと仲違いするもの 調子の合うものと合わないも

の立ど，万物からーが生じ，ーから万物が生ずると考

える。

設は， r魂は“火"と“水"の混合からなっており，
その比率は個人によって異なるjといい， r“火"は魂
を高貴立E的へと高めるが “水'は魂を劣悪な情念

へと引きずり込む」という G そして，“火"が万物の

始めをなし，終わりをもなす元素であると考えた。従

って r1<の哲学者jとも呼ばれている。又，現実{自
然)誌諸物の絶えざる流転にiまかなら会い。生命のあ

る立しにかかわらず，いかなる対象も絶えざる変化の

過在にあると主張した。 r万物は掩転するJが彼の思
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考の基本をなすものである G 被は， t世界というものを，
多かれ少なかれ均粛した諸力がぶつかり合う巨大な戦

場であるとした。 f反対するものが譲講するのであり，

相違するものから もっとも美しい音律が生まれてく

るoJ， rすべては争いによって生まれてくるJ，r罷争
は人生にとって倒外的なものではなく，人生そのもの

である」という G

被の， r宇寵は対立する要素の相克と均簡によって
成り立っているjという考え方は，単に形而上学的立

ものではなく，生物学的な側面においても，我々の生

体内のいたるところに数多くに見られる o 例えば，血

管収結神経と拡張神経，錐体路系と錐体外路系，運動

神経と知覚神経，血管内史継抱収縮因子と拡張昌子，

畠波凝屈と掠維素落解現象 インシュリンとグルカゴ

ン，癌遺伝子と謹抑制因子，立ど殆どの生体内現象に

見られる。生体内では これら無数の対立因子がお互

いに作用を発揮しながら均衡を保って，我々の健康が

維持されている O

我々を取り巻く環境を詳組に観察すれば，人文科学

的，社会科学的，自祭科学的のいずれの分野において

も，このへラクレイトスの思想、は違和感なく通用し，

2，500年を経た現在もなお新鮮に惑ずる O

b.イタリア派(酉イオニア)の自然学

j)ピタゴラス {BC530年頃活擢}と数学，幾何学

ピタゴラスの正確な生没年誌不明であるが，紀元前

572年頃，東イオニアのミレトスの沖合にあるサモス

島で生まれたとされている o 18 -20才頃ミレトスに

行き，ターレスの塾に入った。ピタゴラスの抜群の才

能を見抜き，ターレスは弟子のアナクシマンドロスと

ともに，数学，幾持学に関するすべての知識を教え土

後，エジプト行きをすすめた。当時，エジプトは高い

文明を誇っており，天文学，灘量技術，土木建築に関

する高度な知識を蓄積していた。被は，エジプトに留

学し， 10年間ほど天文学，数学，幾何学，神学を学

んだ。しかし，紀元前525年，ペルシャのエジプト遠

証が始まり，被はペlしシャ軍の掃虜としてバピロンに

つれて行かれた。ピタゴラスが古都パピロンで見た文

明は，エジプトをしのぐもので，被にとっては驚きで

あった。パビロンの神宮はピタゴラスの才龍を認め，

天文学，数学，幾f可学などの秘備や神麓学を教えたと
いわれている。ここで役は「三平方の法則(ピタゴラ

スの定理)Jの表を晃たとされている。バピロンの神

宮は，これらの秘術を代々受け継いできたが，それの

意味や，その握底にある法尉に興味を持たなかった。

しかし，ピタゴラスは，その実にあるものに興味を抱

き，その数の法射を追求した。

その後，被は自由の身になって故郷のサモス島に掃

り，借主ポリュクラテスの怠子の師鐸とまったが，ポ

リュクラテスの独裁政治から逃れ，南イタリアのクロ

トンに移住した。その頃設は賢人としてギリシャ全

土にその名を知られていた

ので，彼をしたって学徒が

集まり，ピタゴラス学派が

形或された。この学塾では，

数学，幾何学，天文学，音

楽の 4科目が教えられてい

たO 特に， r三平方の詰問
〈ピタゴラスの定理)Jをは

じめとして，数学，幾伺学

に関して誌，相当深い研究

がなされており，これがピ

タゴラス涼の弟子たちによ
ピタゴラス橡

って受け離がれ，ヘレニズ

ム持f-tのアレキサンドリアでユークリッドにより集約

され fユークワッド幾何学jが完成されたのである G
この fユークリッド幾詩学Jは19世紀に「非ユー
クリッド幾荷学」が確立されるまでの 2，100年の間，

幾荷学の聖典として君臨したのである。

ピタゴラス及びピタゴラス派の人々泣，数理の神秘

性に感動し，自黙と数理との関係に関心が向けられ，

自然をすべて数理で理解しようと考えた。被ら;ま， 1 

を理性， 2を女性， 3を男性， 4を正義， 5(2十訟を結

婚， 6を完全数， 7を幸運， 10を神聖なる数とした。

当時，音楽は精神的，肉体的な苦痛を和ちげる方法

として用いられていたことは，エピダウロスをはじめ，

古代ギリシャの医療施設には野外劇場が併設されてい

たことを見てもよく分かる O ピタゴラスにとって「三

平方の定理jと同じくらい重要な研究は器楽の f吾轄

に関する研究jであった。設が張楽器の音費を調べて

いると，ある一定の距離の弦を同じ強さで、張ったとき，

Iオクターブ高い音を発するのは 弦の 112の部分で

あることに気付いた。この 1オクターブの間隔を分数

的に分割して和音を発見した。ド (111)，レ (9/8)， 

ミ(5/4)，ブァ (4/3)，ソ (3/2)，ラ (5/3)，シ (15/8)， 

ド(2)がそれである。この音楽理論を科学的に研究し，

9/8 
=1.125 

I 1.122462 ) 1.122462 

5/4 1019 
=1.25 :1'.1111111 I 1.259921 ! 1.122462 
413 16115 
=1.333333 :i.O666667 I 1.334840 I 1.059463 
3/2 9/8 
=1.5 =1.125 

I 1.498307 1 1.122462 

5/3 10/9 
=1.666667 :'i'.1111111 I 1.681793 I 1.122462 
15/8 918 I 1.887749 
=1.8750 =1.125 

11.122462 

l~/~~" ，..，.，，，，，， I 2.000000 
=1‘0666667 

! 1宅059463

ピタゴラス純正律十バッハ平均律
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弦の振動数比による平均津を明らかにしたのがヨハ

ン・セパスチャン・バッハ (1685-1750)で(バッハ

の平均律上ピタゴラスの時代より約 2，300年後のこ

とである。

ピタゴラス派の人々は，論理性を重んじ，厳格な戒

需を定め，あたかも宗教集団の様相を呈したとされて

pる。

ii}パんメニデス (BC5世紀前半に活擢)

パルメニデスは，高イタリアのギリシャ植民地(マ

グナ・グラキア)エレアの裕福な家に生まれた。被は，

ピタゴラス諌のアメイニアスに師事し，この地で活躍

したので，被と被の弟子(ゼノン，ヱンベドクレスら)

友びその後融者達をヱレア派とよんでいる。披は，イ

オニア派の人たちが自然に存在する f本J，r火」など
を万物の根源とする自然主義的，経験主義的な立場を

とったのに反し，全ての根諜は「唯一のもの，完全な

るもの，不動のもの 生成されないものjとし，純粋

理論的立思考を展開した。即ち 「あるものはある」

し， rあらぬものはあらぬ」とした。「ないもの」を認
めることは， rないものjの存在を認めることであり，
論理的に矛話すると主張した O 従って， r生成」ゃ
「消誠jは無から有が生じたり，有が無になったりす

ることを意味するものであり 論理的に不合理である

とした G 被は，運動を可龍にする「虚jとか「無J，
f空jを認めなかったため ヘラクレ千トスの動的宇
宙観と対立した。

パルメニデスの一元論に法多くの反論が毒り，この

反論を論破するべく彼の弟子ゼノンは，弁証論を展開

した。パ)1.--メニデスが f論理学」の創始者とされるゆ
えんで毒る O

パルメニデスは，立深な立法者でもあり，エレア市

民は，成人に立るとパ)1.--メニデスの法律にかけて忠誠

の善いをしたという。又，パルメニデスとゼノンは，

紀元前450年頃，エレアとアテネの同盟条約を締結す

るため，外交使館としてアテネに旅行し，アテネのソ

クラテスと「あるものiまあり あら訟ものはあらぬ」

という問題に関して長時間の討論をしたことが，プラ

トンの著書「パルメニデスjに記載されている。

iii)エンハ:ドクレス (BC493-433) 

被は，シシ 1)ア島アグワジェントの諮福立貴族の家

;こ生まれで，パんメニデスの弟子とされている O彼は，

哲学者であるとともに医師，詩人，物理学者といわれ

るO 被は諌手好みで，外出するとき誌，真紅の衣服を

身につけ，黄金のベJレトをしめ，青銅の靴を履き，頭

にはデノレフォイの冠をかぶり，多くの若者に先導され，

百梗いやファンに屈まれるのが常であったという。

彼は，セワヌンテに読行した悪疫が，居住地の中心

を流れるふJI[の淀みにあると看破し 近くの本流を小

111 に流れ込ませる工事を自前で行ったといわれる。又，

アグリジェント近くの峡谷から吹き込む熱嵐を，約

100頭のロパの毛度を使って遮酷し，伝染病の予防に

役立てたともいわれる。

物理学者としては，遠J心力を発見している。開ち，

fバケツをロープで縛り そhを我々の周国に激しく
回転させると，本はバケツの震にくっつき，もはや落

下しなpJと。又，本時計の実験から，空気の存在
(空気に重量のあること)を認めている C これは，ラ

ンプサコスのストラトン (BC340-268)が， r気体と
圧力」の研究で空気と真空の存在を証明する約 150年

も誌のことである O

被の自然哲学者としての宇宙生成論法，ミレトス採

に影響を受け，ゼタゴラス諜の神秘主義的な要素，パ

jレメニデスの「有」とへラクレイトスの「生成jを合

わせたものといわれる O 設の著書「自然についてJで
は，生物も無生物もすべて「本J，r空気J，r火J，r土」
の4元素からなり 物質はこの 4元素が種々の割合で

還合することにより生成されるとpうO 例えば，骨は，

土，本，火が， 2 : 2 : 4の割合でできているとした。

又，生物が生きているとき泣，これらの元素が結合し

ており，売後は分離すると考えた。

iv)アルクマイオン{紀元前5世紀頃活謹)

被は，南イタリアのクロトンで活躍したクロトナ諌

の一人で，医師であるとともに白熱哲学者でもあった。

設の白黒学への関心は，宇宙よりも人間に向けられ，

人間を理解するには 人体を査接観察する必要がある

と考えた。人体解剖が立された否か法明らかではない

が，動物の解説を行い，多くの事実を発見している。

被の最大の功績は 感覚器が踏と連絡していることを

明らかにしたこと 部ち 1)眼は神経を介して脳と

つながっていること， 2)模神経は交叉していること，

本どである。披は，監は惑覚を知覚するのみ立らず，

思考や記4撞の産でもあると結論している O 当時， r轄
液は脳からでるjと考えられていたが，それが誤りで

ることも指描している O 被の疫病感は，相反する性質

の講和のとれた状態が鍵康で品り その均構が崩れた

場合に病気が生ずると考えた。被の「自然についてj

という著書法，古代ギワシャの医学文献の最古のもの

といわオ1るO

被の，生体iこ関する広範屈に及ぶ詳細な検索と，合

理的な患考は，当時の医学に新しい局面を展開した O

この意味において 被こそ主代ギリシャにおける最初

の医学者であったといえる。

c.アテネ派の自然学と原子論の誕生
古代ギワシャの文明は ミレトスを中心とする東イ

オニアと，南イタリアのギリシャの植民地〈マグナ・

グラキア)を中心とした西イオニアが先行したが，紀

元前5世紀頃のペワクレス時代に誌 アテネ以外の偉

人達がアテネに集まり アテネ出身の律人達とともに

華やかな文明を展開した。哲学者のソクラテスやプラ

トンはもとより，劇作家ではソフォクレス，ヱウリピ
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デス，アワストファーネスら，歴史家ではヘロドトス，

ツキジデスらが，建築家ではフェイディアス，彫刻家

では建築家のフェイディアス，ミュロン，ポリュクレ

イトスら(クラシック前期) やや遅れてプラクシテ

レス，スコノミス，リュシュッポス立ど{クラシックf麦

期)が良く知られている。

アテネの島然学者としては 原子論の先駆けをなし

たアナクサゴラスや，原子論の創始者レウキッポス，

その完或者デモクリトスなどがいた。彼らはソクラテ

スと同時代の人達である O ソクラテスの弟子プラトン

も自然学者としてよく知られており，被の弟子で島る

アリストテレス誌，自然学のみ主らず，万学に通じ，

被の業護法ヨーロッパはもとより，現1tlこ至る 2，000
年余の永きにわたり 全世界に大き主影響を与え続け

ている O

i)アナクサゴラス (BC500/499-428/427) 

設は，東イオニアのスミュJレナに近いクラゾメイナ

で生まれ，アナクシメネスの流れをくむディオゲネス

に師事した。しかし ベリクレスに招かれてアテネに

移り， ，まま30年間アテネで過ごし，東イオニアの文

明をアテネに伝えた最初の入とされている。

彼の自然学は，エンベドクレスの考え方に近いが，

生成と靖滅に関しては，エンベドクレスの4元素(本，

空気，火，土)とは異なり，無線に小さい無数の種子

(スペルマタ)を想定した。万物は，この無限に小さ

い種子の集合により生成し，離散によって消滅するが，

種子そのものはいつまでも存在し消滅しないとしたc

彼の「種子Jは，デモクリトスの f原子Jとは異なり，
これ以上分割できないというものではなく，又，それ

が均賀なものであるとも考えなかった。開ち， r種子」
の中誌に，あらゆる性雲とあらゆる可能性が含まれて

おり，その集合{癒合汁こよ母島らゆるものへと生成，

発展する可能性を格めていると考えた。彼によれば，

「火」はその中に熱も冷も乾も湿も含むが，そのうち

熱が最も優性であるから そのような性責を示すとい

つO
この無限に小さい無数の種子(スベんマタ)という

概念が，レウキッポス，デモクワトスに受け謎がれ，

f原子論jへと発展したと考えられる。
設は， r太陽は灼熱した石であり，月は土であるJ，
「月の軌道は太陽の軌道よりも下に島り，月は太陽の

光をえているJ，r星も灼熱した石であるが，その熱を
惑じ立いのは遠く離れているからであるJ，r属は，空
気が太陽によって熱せられ，希薄イとされるために生じ

るJ，r雷，稲妻は，雲の蕎突による熱から生じるJ，
と。ベリクレスの死後，アテネ市民は，被のこれらの

発言を告発し，アテネから追放したといわれる。

当時のアテネの一般市民から見れば当黙の反Lさかも

ii) レウキッポス (BC440年頃活躍}

設は，古代原子論の創始者であり，デモクワトスが

完成者であるといわれているが 被がデモクリトスと

pう， i章大な人物を弟子にしたことにより，設の影は
普く，あまり知られてい立い。生誕の地も，ミレトス，

ヱレア，アブデラ，など諸説ある。いずれにせよ， 30 

才頃から遍歴の旅に出て エレア トラキアのアブデ

ラにも立ち寄ったとされている。

当時，パルメニデスやゼノン達のようなエレア援の

自然学者は， r有」のみあって「無J，r患」を認めず，
運動を否定したが，被は，運動空間としての「無J，
「虚jを認め，運動する実体として，これ以上分割で

きない最小物体(原子;アトモス アトマ)を想定し

たG

レウキッポスの「原子jは アナクサゴラスの無限

に小さい「種子(スペルマタ)JにfPJ.ているが， r種子j
はこれ以上分割できないものではなく， rあらゆる要
素を含んだ極めて小さな物賓jとされており，どこま

で分裂しでもその性質は変わらないものである O これ

に対し，原子は，性賞上まったく同等で，ただ形と大

きさのみが異なる無数の徴粒子でその中に空間(麗)

の入る擦問がまったくないもの(それ以上分割j不能な

もの)とした。この最小単位である原子(存在}が，

空間(麗，非存在)を運動し，結合して宇宙が形成さ

れ，離散して物捧が消滅するが，原子そのものは消滅

することはないと考えた。

「有，実jのみあって「無，E量」は存在し立いとす
るパルメニデスやゼノン達の説に対し，被;ま「非存在

(虚)も存在{実}に劣らず存在するjと主張し，原

子論を展開していった。

このように，レウキッポスは，自然及び自然現象を

純物理学的立思考によって説明しようと試みたのであ

る。

iii)デモクリトス (BC420年頃活躍)

被は，トラキア(北方ギリシャ)のアブデラの裕福

主家庭に生まれ，何不自由なく或長し，父親が死ぬと，

世界遍歴の旅に出かけた G カルデア人のもとで天文学

を，古代ペルシャの神宮のもとで神学を研究した。ま

た，エジプト，エチオピア，鉦海，さらにインドまで

旅をし，多くの学者と知り

合ったといわれる。

彼は，遍歴を終えて故嫌

に帰り，被の著書の一つ

「大宇宙Jを発表すると，
多くの人々は彼の博識に感

動し，デモクリトスの名は

広く知られるように立つ

。
た

しれないが，被の自然観察が， t功ミに科学的で，正確 被の名声法，アテネを中

であったかを知ることができる。 心とした文明世界に知れわ
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たり，自黙学，倫理学，百科全般の科学，数学，芸能

の専門家として認められていった。

デモクリトスは，レウキッポスの理論をさらに展開

し，古典的立原子論を完成させた人として知られてい

るc

当時，パルメニデスの主張するごとく， I世界j或
いは「宇宙」に何も存在しない空間， &Pち， I虚J， 
f空」なるものは存在し立いとの考えがあったが，レ
ウキッポスやデモクワトスらの原子論者法，物質の中

には，何も存在し右い f空虚， kenonJ 立る部分があ
り，空車主部分がある限呼物質は分裂できる O この分

割をさらに続けて宥くと 空虚を含ま立い，額粒子が

最終的に残る;まずである c この鍛粒子を「原子，

atornonJと考えた。

後らの独創的な点は これ以上分割できない充実し

た微粒子(原子， atornon) と 何も存在しない空間

(藍， kenon)を認め，この f原子jと，原子が運動で

きる「空間」の 2要素を世界成立のための根本要素と

し，これによって白熱現象を説明したものである O

原子i主主告費なものであり，その形iま尖形，鈎状，問

状，或いは凸状である O この原子誌はじめかち存在し

ており，生成することも，消滅することもない。この

原子は常に運動しており，笛突してさまざまに癒合し，

物質ができ，成長し，これが破壊されたときには分子

は離散するのみで ;肖滅はしない。物資不滅の法射で

ある C

原子は重さがあり，より重いものが下に沈み，より

軽いものが上に押し上げられる，と考えた。

デモクリトスの宇宙生成論は，1)原子は，永遠に

運動する性費を有し この永遠の運動から原子関に衝

突が起こり，やがてそれが温となり，遠心分離器の原

理により毘質的立ものが区別され世界が形成された。

2) この原子の渦の中で 鍛継な原子は外側に押しや

られ，大きな原子は集合して中心部に集まり，大地を

形成し，その外に月，星，太陽が形成された，と考え

たc

デモクリトスの読覚論では， I四単原色jにおいて，
原子の靖らかなものは自である。白くて堅いもの詰丁

度貝殻の内側の酉のような形状のものから形成されて

いる。もろくて壊れやすいものは まるいものからな

る一方，相互に斜めに一対ずつ結びついて悔いていて，

接合が小さいからである。黒は 粗くて尖形で不平等

なものからなっているーー一一。泰色は，より大きな

ものからなる一一一一。緑色は 堅いものと空立もの

とから立っていて，それらの位童と順序で色彰が変わ

るのである一

味覚については，味覚するもの(舌)と，味覚され

る対象物との関部で述べている。 1)甘味は，大きな

円形の不可分なものからなる。 2)酸味は，大きな形

状で粗く，多角形をした不可分なものからなる o 3) 

酸っ;まいものは，刺すような形の角のある曲がった細

かな丸みのない不可分立ものから会る。 4)辛味は，

角のある曲がった細かなえみのある不可分なものから

なる o 5)塩からい味は 角のある大きな曲;まの二等

辺の不可分なものからなる。 6)苦みは，まるく滑ら

かで，畠状の不可卦なものからなる O などなどであ

るO

このように，嘆覚，聴覚，触覚などに付いても，原

子との関努で詳細に仮説をたてて述べている O

以上のように，古代ギリシャの京子論は，現代のも

のとはかなり異なるように患えるが，当時の科学的レ

ぺんにおいては画期的立ものであり，現代の原子論に

おける考え方の基本法 すでにこの時期に確立された

ものと考えて差し支え者い。

この古代原子論は，ヱピクロス (BC341-271) ， 

ストラトン (BC340-268)に受け継がれ，アレキサ

ンドワアの医師エラシストラトス (BC310-240) ， 

物理学者アjレキメデス (BC287-212)へと続いてい

った。

iv)ソクラテス (BC515~ 455) 

アテネ派ではソクラテスについて記さないわけには

いか立いが，彼は傑出した人物であるにもかかわらず，

殆ど著作を残さきかったので，その面塁手は，二人の弟

子，プラトンとクセノフォンの証言によりうかがい知

るだ、けである。

ソクラテスの家族は アテネの中産車民階級であっ

たといわれる。父ソフロニスコスは彫刻師〈又立石屋)， 

母誌産婆だったc 被の幼少のころについては荷も分か

ってい立Lミ。しかし，裕福な家痘に生まれた訟上，普

通の学校教育を受けたと考えられる。被法少年時代か

ら才気走っていたといわれ アナクサゴラスを師とし

たとされている。

被は，アナクサゴラスに師事したといわれているの

で，自然学〈白熱哲学)に関する知識は豊富に有して

いたと考えられるが，マクロコスモス(宇宙，天体，

自然など)に関する興味はあまりなく，ミクロコスモ

スラ部ち[善とはJ，I誌とはJ，I勇気とはjといった
人間学或いは哲学的な問題に関して深い思索を行った

ようである O 被iま 自分の説を 書物によって信える

ことをせず，対話によって若者を啓蒙した入で品る o

被は，いつの頃からかアゴラ(広場)に立って若者

を呼び止め， I善とは何かJ，I認と泣何かJ，I正義と
は荷かJ，といった問題について対話を挽んでいたと
いわれる O 若いプラトンもその対話に魅了されて直ち

にソクラテスを師と決めたという。プラトンのみなら

ず，青年達は，被の豊富な知識真理への情熱と人間

的な魅力に惹かれていった。

ある時，カイレポンという若者が， Iソクラテスよ
り賢い者はいなpJとデルフォイの神話があったとソ
クラテスに知らせた。ソクラテスは?それ辻間違いで
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あるjといって，賢者といわれる人を訪ねて教えを請

おうとした。しかし，誰一入としてソクラテスの間い

に答えることはなかったと伝えられている O

ソクラテスは，若者との対話で数学的，幾何学的な

知識をも駆使したと考えられる c 額iえば，幾詩学を学
んだことのまい若者に対しては，幾何学的問題， r与
えられた正方形の 2倍の面積を有する正方形を描けJ
という問題を与え，自然数の知では解を見いだせず，

困惑すると， r不知の認識Jを指講し，深い思索へと
導いていったという。

このように，ソクラテスは，自撰学に向かつて正面

からの探求は無かったようであるが，自然学的，科学

的知識法豊富に有していたものと思われる G

v)プラトン (BC427-.， 347)と自然学

被詰アテネの貴族の家に生まれ早くから政治に関

もを抱いていたが 20才の頃 ソクラテスが若者と

話し合っているのに出会い この老人に惹かれるとと

もに，師と仰ぐようになった。しかし，被が 28才の

時，ソクラテスは猿中で毒を飲んで死んだ。その後，

知識を渇望してキュレネの数学者 イタリアのピタゴ

ラス派学誌，エジプトの予言者達を訪ね歩いた。その

後，シシリアのシラクサの借主ディオニュシオスのも

とで理想、政治を目指したが挫折し アテネに帰って

fアカデミァ」を設立した G このプラトンのアカデミ

アに入学するには数学幾荷学の知識のあることが

盛須条件であったといわれるo

このアカデミアには プラトンを慕って多くの優れ

た弟子達が集ま均 アテネにおいて一大知的集団を形

或した。アカデミアに集まったプラトンの弟子のなか

で，最も傑出した人物がアワストテレスである。

プラトンは，ソクラテスの哲学を受け継ぎ， r知J，
f徳J，r正義J，r道語」などについて思索し，哲人政
治の行われる f理懇国家j
を搭きあげたことはよく知

られている O

被の有名な fイデア説j
は，アリストテレスの「形

荷上学Jに受け継がれるが，
認識と知覚，魂と肉体に関

する詳細な考察がなされて

pる。

被の「自然学jに関して

は，宇宙創生に関するもの

がある。対話編 fティマイ プラトン橡

オスjでは，ギリシャ梓話〈アトランティスの神話)

が展開され， 1) r神」が宇富を作った， 2)世界は
f球jで島り，回転しているが，それ詰完全な運動で
あり，唯一の運動であるからである， 3)神が世界を

作る時， fk，空気，水，土の 4元素のすべてを用いた。
又， 4)神は世界が魂と知性をもっ生物とし， 5)魂に

知牲を入れ，肉体に魂を入れた。と主張する。又， 1) 

物費量界の真の元素は，火，空気，本，土ではまく，

2種類の直角三角形であるという。 2) その一つ泣，

正方形の半分で毒る三角形で 他は二等辺三角形の半

分の三角形である o 3) さまざまな元素は，宇宙を形

或するように記童される前に誌 さまざまに異なる場

所をもっていた， 4)その 2種類の三角形は，もっと

も美しい形相で£るから 神は物捧を構成するにあた

って，これを用いたという。 5) これらの三角形を用

いることにより， 5つの正多面体のうち 4つまでを構

成することが可龍であり， 4元素の各々は，それぞれ

正多面体を影或している o 6)土の原子は立方体であ

り，火の原子は4面体であり，空気の原子は八面体，

本のそれは二十面体でるるという O

天文学を例にとってみると，プラトンは， r天文学
試厳密な数学的科学であるjと考え 天体の運動の主

要立特慢を包括的に説明することを求めた。郎ち， 1) 

あらゆる天体法，約24時間で東から酉へ地球を 1週

する o 2)品る 1地点では，季第が変わると違う星座

が見えるが，同じ季節には同じ星座が殆ど再じ位置に

現れる。 3)語々の星iこ対する太揚の椙対的金置は規

則的に変わる o 4) 月もそれぞれの惑星も，星座の中

を，しかも太揚が通るのと同じ星座の中を，西から東

へ動く。月や肉眼で見える惑星の通り道は，太陽自身

の軌道，即ち，黄道とよばれる大円かろ， 8度以上そ

れることはない。しかし，それらが黄道帯を 1周する

国期は異なる。土星iまほぼ30年かかり，金星と本星

誌約一年であるのに 丹はおよそ 1ヶ月で1題する。

5)惑星の位置を何ヶ月にもわたって追跡すれば。停

留や逆行として知られる不規期性がすぐ明らかに在

る。惑星が星座中を東に向かう運動は時折中断される。

{耳目もの間，惑星の星座に対する相対的なf立置は殆ど
変わらない。次iこ惑星法，少しの間 星座の間を東か

ら西に後戻りし始める G もう一度それ誌恒星に対して

静止しているように見え 最後に通常の東行運動を取

り戻す。このような天体の移り変わりを数理的，科学

的に説明するよう問題を投げかけた。

以上のごとく，プラトンの哲学のみならず，白熱学

においてはパルメニデス エンペドクレス ピタゴ

ラス，及びデモクリトスの影響を強く受けていること

が分かる o

v)アリストテレス (BC384，....， 322)と自然学

被は，ギリシャの東北部スタゲイラの生まれである。

父ニコマコスは，マケドニア王アミュンタスの侍医と

いわれている o 17才頃まで故郷で青春時弐を送り，

その後アテネに出て プラトンのアカデミアに入学し

た。その時プラトンは 60才で 第 3田昌のシシリア

に旅行中であった。当時，アカデミアの学頭は，クニ

ドス出身の著明な天文学者で数学者のエウドクソスで

島り，その後のアリストテレスに大きな影響を与えた
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と考えられる。アリストテレスは プラトンの死まで

の20年間，最初学生で，後には教師としてアカデミ

アに留まった。プラトンの死後 アリストテレスはア

テネを去り，小アジアのアッソスに行き，アカデミア

を模散した学校を開設した。ここで[形面上学」を講

義し， I自然学Jの研究が進められたo BC345-344年，
設の弟子であるテオプラストスの故郷レボス島のミュ

ティレネに移り，披の業績の重要な部分を己める生物

学研究がなされたといわれる。その後，マケドニアの

ブイ 1)ッポス王に招かれて首都ミエザに移ち， 13才

の王子アレクサンドロス(接のアレキサンダ一大王)

の家庭教師となった o BC335-334年 (50才)の時，

アテネに帰り，市壁外に 1)ュケイオンとよ;まれる学園

を開設した。この学園開設には マケドニア政府の手

厚い援助があったといわれている。ここには図書館が

許設され，多くの密書が蒐集され，研究が進められた。

この学園で，アリストテレスは，午前中は弟子達とと

もに学園内の庭園を散歩

し，午後詰一般の講義を行

った。アワストテレスの学

派が後にベワパトス潔(造

、進学派〉とよばれるのは，

I peripatein ，散歩するjに
由来するといわれる O 後に，

fアワストテレス著作集j
として残されたものは，主

としてこの時期に学圏で行

われた講義ノートに基づく

ものと考えられている。 アリストテレス橡

BC323年，アレキサンダ一大王が遠征中に死亡す

ると，アテネは識しい反マケドニア運動が起こり，ア

リストテレスはアテネを去ってマケドニアの堅域カル

キスに移り，翌BC322年この地で痛没した。

アリストテレスの著作は fアワストテレス全集J
17巻として日本語に翻訳されている c その内容法，

f彰弱上学J，I自然学J，I天体論J，I宇宙論J，I気象
論J，I生成消滅論Jをはじめ， I論理学J，I政治学J，
f経済学」から「動物誌J，I動物部分論J，I動物発生
論」など，人文科学，社会科学 自然科学に及ぶ学問

領域の殆ど全てを網羅して詳縮に論述している。

ルネッサンス時代のダンテが アリストテレスを評

して「人類史上，智ある人の中の最も智島る入」と言

ったと伝えられているが アリストテレスの著作に触

れた人の全てがそう感ずることと思われる。

我々に関保の深い毘学・生物学の分野では， r動物
誌J，I動物部分論J，r動物発生論jまどを読むと，無
脊椎動物から脊権動物までのありとあら喰る動物の解

剖とその機能的意義について著述しており，現代の解

説学，生理学，発生学を先取りしている惑が深い。こ

れが，ヘレニズム時代のアレキサンドリアで活躍した

ヘロフィロス，エラシストラトスに受け継がれ，ロー

マ詩代初期のガレノスに至ってギリシャ医学の総括が

立された。

立.古代ギリシャの医学と自然哲学(1当然学)

古代ギリシャの医学は 匡神アスクレゼオスを祭る

神殿{アスクレピオス持穀)を中心に行われ，疾病を

持のなせる技と考え 神宮やA女の助けを{昔りること
が多かったが，白熱学が発展するに従って「宗教{神汁

や「遠信jを排除し 人間の毒るがままの姿を客観的

に観察し，それに基づいて病態を分析し，治療を行う

ようになっていった。この科学的な思考に基づいて医

学，医療が発達したのも，小アジア(東イオニア)に

始まる自然学の影響を強く受けたからであった。特に

fクニドス」ゃ fコス島」のアスクレピオス神殻では，
早くから涯学教育を行うスクール(学校)ができ，科

学的な思考を基盤として医学教育が発達していった。

イオニアにおける自然学が，自由主発想、で科学的立

思考を展開していったのに比し，医学，医療の面では，

あまりにも「宗教的J，r魔術的J，r迷語的jなものが多
く，科学的立思考を基盤とする医学，医壌を展開する

には，あまちにも多くの障壁があったことは想像に難

くないが，それを乗り越えて展開した吉武ギリシャ産

学，即ち，クニドス涼，コス涯の医学，医、療には，イ

オニア白黙学の確固とした背景があったからである O

クニドス派の代表がエウリフォンとクテシアスらで

あリ，コス派の代表的な医師が f医聖j或いは「医学

の父jといわれるヒポクラテスである O

このクニドス涯とコス諌の他に 西ギリシャ深とよ

ばれる医師集団があったともいわれている O この誠に

には，クニドス派やコス派;こ見られるような教育施設

はなかったが，彼らは，~学，医療を学問としてとら

え，論理学的，科学的に展開しようとした一派であり，

クニドス派の医学に大きな影響を与えたとされてい

る。この諌に嘉する医師としてはアイリステイオンが

知られている O

a.クニドス漂の室学と自然学

クニドス派の医師達は 「医」は「学jであるとの

見解にたって，医学，医壌を科学的に追求し，疾病に

関して正確な理論をうち立て それに基づいた治療を

有おうとした。しかし 人捧解剖や病理解剖の不可能

な時代にあっては，人体の構造や機能，疾病の局在や

進展など，基本的な知識が不足したため，想像に頼ら

ざるをえず，さらなる発展は望めなかった。

被らは，その時代の水準を蓮かに超えた科学的医学，

医療の確立を目指し，疾病を理論的に追求し，疫病を

局所的にとらえ，細かく分類し，過度に図式化した。

そのため，疾窮診断i二関しては進歩したものの，疾病

の研究に性急立あまり 患者に対する配慮を欠く結果
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となって，論理を重んずるコス採の医師と比較され，

後世ではコス派より低く評価されたが，クニドス、諜の

医学，医療法，その後の毘学の発展に大きく影響を及

ぼし，科学的，論理的な思考体系の確立に寄与した。

弘コス涼の医学(ヒボクラテスの医学)と畠懇学

コス派の歪師達は 岳分たちに与えられた可能性を

冷静に見つめ，自制的姿勢を保持した。被らにとって

の医師の任務とは 疾病に対する科学的研究が目的で

はなく，治療に関する一般的な原則を身につけること

であった。即ち，人道的な医療を行うことであった。

このコス諜を代表する医師が「匡聖」或いは f医学の
父jとよばれるヒポクラテス (BC460-370)である。

ヒポクラテス (BC460-370)は 東イオニアのエ

ーゲ海に浮かぶコス島に生まれ コス派の医学教青を

受けた。その後，各地を旅して歩く遍歴医となり，ギ

リシャ各地はもとよ号 エジプトあたちまで足をのば

し，豊富者経験を身につけた。アテネや故郷のコス島

にもまがく滞在しコス島では広場の片隅にあるすず

かげの木の下で医学を説いたといわれる o晩年に誌テ

ッサリアに行き， BC370年頭ラリッサで没したとされ

ている。被の業績は豆C3置紀アレキサンドリア

(プトレマイオス王朝)のムセイオン(学士読，大学の

機能を兼ね備えた施設〉の

図書館に集められた文献

(医書)をもとに「ヒポクラ

テス集典jとして編纂され

た。「ヒポクラテス集典jに

含まれる著作は，約72巻と

約60編の文書からなる G こ

の「ヒポクラテス集典jの

著作は，全てがヒポクラテ

スのものでは主く，他の医

師の著作も含まれているも

のと考えられている。 ヒポクラテス像

「ヒポクラテス集典Jの内容誌， I室誓J，r法期J，
「能についてJ，r古い医術についてJr医師の心樗J， 
「品位についてjから「譲言」などの医寵についての

心講えから， r解剖J，r心臓J，f肉費J，r~J などの
解剖学，生理学について，r疾病J，r空気と本と場所J，
「流行病J，r内科疾患J，r予後j立どの疾患の診断と
予後について， r神聖病」などの精神疾患について，
「骨折J，f説白J，r頭部の損傷J，r創傷と漬蕩Jなど
の外科的疾患について， r処女の病J，r婦人の自然性J，
「婦人病J，r子宮内における胎見の裁断jなどの産婦
人科的疾患について など幅広い医学，医療分野にお

ける詳細な記述が見られる。この著作に記載されてい

る内容は，科学の発展した現在においても，そのまま

適応可能主ものが多く記載されている O

特iこ， I宣誓jは「ヒポクラテスの誓pJとしてよ
く知られており，震濠倫理としての医療者の基本的な

心構えを示したものでる O 即ち，医師は，患者の福祉

のために治壌を行う O 私利私欲を捨て，ひたすらに患

者のことを考え(利己の否定〉 誰に頼まれても致死

薬は与えない{生命尊重)。婦人にけっして堕胎薬を

与えない(生命尊重)。自由民と奴隷を間むず，故意

の不正と加害を避け(人類の平等性)，患者と信交は

結ばず(道徳の尊重)，治療中に見罵きしたことや，

私的生活について，洩らすべきで立いことは，地言す

べきでないという信念をもって 沈黙を守る(誕守義

務)。などである O

設の，医療に関する基本的な姿勢は，人体の自然に

治癒する能力「自然治癒力(フュシス)Jを重視し，
疾病とは f生体を損なうJ害力と「自然治癒力jとの
戦いであるので，自禁治癒力を妨げ主いような治壌を

行うことに重点を宣いた。

疾病の診断，治豪に関しては，吉代ギリシャの自然

学者がそうしたように，超自然的な「神jや f迷信j
を極力排捺し，患者の状態を詳細に観察し，あらゆる

症状を分析して診新し 経験に基づいて適切孝治豪を

行った。

例えば， r神聖病jといわれていたものは，現代医
学では「癒痛」のことであるが，当時，一殻には[神

の寄る神聖な病気jと考えられていた。これに対する

とポクラテスの反論は， 1) この弱気は，粘譲賓の入

に生まれっき起こりやすp(先天的立疾患である)0 2) 
粘譲賓の人にのみ生じ 胆汁賞の入には起こら立い。

3) この病気を有する入は，発作の予兆があち，その

予兆を惑ずると，急いで人気のないところに行き，う

つ伏せて発詐を待つ。 4) このうつ伏せて発作を起こ

しているのは，神に祈っているのではなく，説ずかし

いからで毒る o 5) この病気が神業であるならば，粘

液質の人ばかりでなく万人等しく起こるはずである c

脳の肉眼的形態，塩管支配の立どの解剖学的知見をあ

げて，神業で主いことを力説している。

疾痛の診断;二関しては，気管支炎の場合， I患者に
耳を近づけて長い間聴いていると ちょうど詐が沸き

立つような音がするjとか f農務Jを診断する方法
として鞠龍を張還する「ヒポクラテスの振選法jがよ

く知られている O

当時の医師を評揺する基準としては，いかに予後を

正確に診断するかによっていた。今日でもよく知られ

ているのは，死を間近にすると特有な顔貌になるとい

う「ヒポクラテス諜顔貌jである。

当時は，人体解説が行われていない時代で，それま

での解部学的知識及び、動物解説の所見を参考にしなが

ら，彼が到達した疾病理論は， 4体濠学説であった。

即ち，人体には血譲，粘液，黄胆汁，黒胆汁の 4体液

が毒り，この 4体液が顕讃に譲れている時が健震で，

それが乱れるとき，表病が生ずると考えた。又 9 涜行

病に関しては， r空気と水と場所jに見られるように，
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疾病の原因となる自に晃え立いものが，環境にあると

考えた。これは，ヨーロッパ中世の f梅毒研究jで有
名立ジエロラーモ・ブラカストロ(1483~ 1553)の

f種{セミナザア}J (即ち、輝菌〉に通ずるものである o
以上のごとく，設は，当時の水準を遥かに超えた医

入であち，科学的，論理的に，それまでの自然哲学者

の影響を強く受けていたことが理解できる G

m.ヘレニズム，ローマ時代の医学と自霊長学
アレキサンダ一大王の死後，披の蔀rである将軍セ
レウコスはシリアのアンティオキアに，もう一人の持

軍プトレマイオス誌エジプトのアレキサンドリアに王

朝を罷いた。彼らによって古代ギリシャ文明誌オリエ

ントからエジプトまで広く拡大 発展していった。

学問の中心は依怒としてアテネが中心であったが，ア

ンテイオキアとともにペルガモン スミュんナなどの

小アジアの諸都高も繁栄し 多くの学者を輩出した。

又，エジプトのアレキサンドリアでは，プトレマイオ

ス家的庇護のもとに，ムセイオン(大学，学士続的施

設)が設立され，大図書謡(約50万部の議書ありに

植物園などが併設され，多くの優れた学者が集ま与，

当代語ーの知的中心地となっていった。

&アテネの自然学と霊学

ヘレニズム時代に移行しても その前期においては

アテネが文化の発語地であ与 アテネで活躍した学者

も，その多くはアテネ以外の品身者であった。その代

表的な人物は，エピクロス ゼノン クリュシュッポ

スちである G

エピクロス (BC341-271)は小アジアのサモス

島で生まれ，最初iまプラトン流に属するパンピロスに

師事したといわれるが その後 デモクリトスの流れ

をくむ原子論者のナウシパネスとの交流が始まり，原

子論の基本的立理論を身につけたといわれる。彼iま，

18才の時アテネに出て兵役をすませ，その後の足跡、

は不明であるが， 34才の時，再びアテネi二帰り，エ

ピクロス学園を開いた。そこに法多くの弟子達が集ま

り，エピクロス学派を形成していったc

エピクロスの自然学は，嘉子論に基づくもので，そ

の命題ともいうべきもの誌，1)荷ものも，存在しま

いもりからは生じることはありえない， 2)何ものも，

存在しないものへと謂滅することはありえ会い， 3) 

万物{宇宙〉が現在とは異立る状態であったことはな

いし，これからもないであろう，というものである O

彼は，原子に重力と運動を認め 運動によって原子は

簡突し，癒合して，大きな物体(宇宙)を形成してゆ

くと考えた。

このよう立原子論は，唯物論へと発展し，倫理的に

は快楽は「善J，苦痛は「悪jとしたため，その後の
エピクロス学派の人々は「エピキュ 1)アンjとよばれ，

快楽主義的，享楽主義的な側面が強調されることにな

った。

エピクロスと同様に 自然学者物理学者としてよ

く知られた人物詩ストラトン (BC340-26訟で島るo

設;ま，ランプサコス生まれで，アリストテレスの設立

したリュケイオンに入学し，頭角を現し当it髄ーの哲
学者と評されるようになった。

披は，アワストテレス学禄(造謹学派)であったが，

原子論の立場に立ち 自祭学に大きな足跡を残したこ

とで知られている。即ち 「真空」の存立を実験的に

証明したといわれる。

当時，プトレマイオス 1曹は{憂れた学者をアレキサ

ンドリアに招いていたが ストラトンも招かれてアレ

キサンドヲアに赴き破格の厚遇を受けたといわれる。

又，プトレマイオス 1世の息子プトレマイオス 2世の

家庭教師をも勤め，アレキサンドワアの自熱学者，ア

ルキメデス (BC287-212)やヘロン(紀元1世紀頃

活躍)に大きな影響を及iましたといわれる。その後，

リュケイオンの第 2伐目の学頭テオフラストス

(BC369 -287)が死亡し アテネに呼び震されて 3

代目。学頭iこ立った。

そのころ，アテネではゼノン (BC333/332-

262/261) を始祖としてストア諌とよばれる哲学のー

諜が生まれ，ヘレニズム時代の誓学iこ大き立影響を及

iました。

ゼノン (BC333/332-262/261)は，キプロス島で

生まれ，アテネに出て来てソクラテスむ哲学にであっ

た。その後，犬寵派のクラテスに出会い雪大きく影響

を受けたといわれる O

被は，アテネの広場の回蕗(ストア}を往復しなが

ら，若者に自説を語るのが常であったため，被の一課

をストア諌とよぶようになった。

ストア採の哲学は，論理学，倫理学，自然学からな

っていたが?自然学は，ヘラクレイトスの学説を踏襲

し，ヱピクロスの原子論と大論争を巻き起こしたが，

最終的には原子論が優勢で 彼の主張する自然学は次

第に衰退していった。

b賓アレキサンドリアの自然科学と産学

ヘレニズム時代の自然学法 アテネを中心に小アジ

アのベルガモン，スミュルナや，シワアのアンティオ

キア，或い誌エジプトのアレキサンドリアへと広く拡

大，発展していった O 特に，アレキサンドリアでは，

プトレマイオス王朝の庇護のもとに 人類の歴史上か

つてない華やかな文明が開化した。

数学，幾何学ではユークリッド (BC3∞年頃活躍)， 

エラトステネス (BC276頃-196頃)，アポロニウス

(BC3世紀後半-2世紀初頭)が，物理学ではアルキ

メデス (BC287頃-212)やヘロン(紀元1世紀頃活

躍)が，天文学ではヒッパノレコス (BC190頃-125

項)ら，などの天才が輩出した。
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ユークリッド (BC300年頃活躍)誌BC300年頃，

アレキサンドリアで活擢した数学者，幾何学者で，多

くの著書を書いている。よく知られている著書として

は， rストイケイアJ，rデドメナJ，I光学J，r反射光
学J，r天文現象論jなどがある。特に， rストイケイ
ァ」は原理的初前提で島る f定義J，r公準J，r公理j
から論理的手11債で問題を解き明かす構或になってお

り，ユークリッド幾何学として知られている G

ユークリッド幾何学は 古代エジプトにおいて割量

投稿の方法から得られた国形に関する経験的知識を基

盤として，古代ギリシャで理論的に整理され，体系化

されたものを，アレキサンドリアにおいてユークワッ

ドが集大成して「ストイケイァJ13巻にまとめたも
のである O この「ストイケ千アJ，ま，その後2000年
間， r幾何学の聖典jとして世界各地において広まっ
ていった。しかし ヨーロッパに大航海時代が到来す

ると，地惑は平面ではなく，蔀形であることが明らか

とな号，ユークリッド幾何学は球面では通用し会いこ

とが次第に明らかとなった。

この「ユークリッド幾何学jが 19世紀のボイヤ

父子くブアルカス・ボイヤ (1775-1856)，ヤーノス・

ボ千ヤ (1802-1860)> フリードリッヒ・ガウス
(1877 -1855) ，ニコライ・ロパチェフスキー (1793-

1856) を経てアンワ・ポアンカレ(1854-1912)によ

る「非ユークリッド幾何学Jが確立されるまでの
2，100年の間，幾何学の聖典として君臨したのである c

又 3 この r~ドユーク 1) ッド幾両学j から，アルパー

ト・アインシュタイン (1879-1955)の「椙対性理論j

へと発展していったことはよく知られている O

アルキメデス (BC287頃-212)法，シチリア島の

シラクサ生まれ。最初法天文学研究から始め，太陽，

月，惑星を表す惑星儀を非成。その後，機械学を研究

し， r重心」なる概念を用いて立体の求積問題を研究し
た。その後，アレキサンドワアに留学し，数学，ユーク

リッド幾何学を学んだ。特に ヒエロン 2世の王冠の

金の純慶を見分けたことで有名な「アルキメデスの原

理Jを発見し，浮力，比重に関する研究を進めた。
医学の領域では，ヘロフィロス (BC280年頃活擢)， 

エラシストラトス (BC310頃-240頃)がいる。

ヘロフィロス (BC280年頃活躍}は，小アジアの

カルケドンに生まれ，コス島のプラクサゴラス(教条

主義深〉に医学を学び\アレキサンドリアに~き，プ

トレマイオス 1置と 2置のもとで活躍した。当時，ア

レキサンドリアでは，人体解剖が許可されており，多

くの人体解剖を行って体系的な人体解剖を確立した。

彼の著書「解剖学j誌現存しないが ローマ時代初期

の大医学者ガレノスの著書からうかがい知れる O

被;ま，諮，脊髄，神経(神経義維を末棺まで観察)

を詳細に観察し，脳室を正確に把握，眼球・視神経・

脳の関孫を確認，大路と小脳を区加，動脈と静振の毘

JjU，など，多くの諸臓器の正確な形態を明らかにして

いる。これらの被の業護法，近代解剖学を先取りした

感がある。

被の豊富な解剖学的知識をしても，当時の科学的レ

ぺんから誌，疾病の成り立ちを十分に説明できなかっ

たため，病国論は，とポクラテス派の体液学説に頼ら

ざるをえなかった。

エラシストラトス (BC310頃-240頃)は，キオ

ス島(小アジア)の医家の息子として生まれ，クリュ

シュッポスの弟子メトロドロスに学んだ。その後，ア

レキサンドリアにゆき，ストラトンに学んで，原子論

の立場をとった。

被の解説学は，神経系と脹管系に関するものがよく

知られている O 即ち，神経系に関しては，神経に運動

神経と知覚神経のあることを発見し これらの神経は

脳と連絡していることも確認した。 振管系でiま，心臓

の構造を詳細に記載し 野臓と担管の関孫なども明ら

かにしている O

設は，解剖学よりも，生理学に力を注いだ。彼の生

理学は，原子論の立場から生体機能を理解するもので，

ヘロフィロスの体液学説と対立した。

彼の生理学では，生体法原子から立り，その原子を

活性生するものは吸気の中の霊気(プノイマ)である

とした。霊気は呼吸によって騎から体内に入り，結静

康を通って心臓に送られ ここから動脹を通って全身

に送られると考えた。霊気には3つの中心が島り， 1 

つは，諮であち，その他はJ心臓と肝臓であるとした。

霊気が諸に達すると，精神的霊気と立り，神経を通じ

て全身に送られる O 盛液iま，食物から作られ，肝臓に

蓄えられ，静脹を通じて全身に送られる O 又，生活活

動で消耗した栄養法 皇液が構っている。などが被の

人体生理の概略である。

被の病国論は，食物が消fとされずに残ったものが蓄
積し，これによって疾病が生ずると考えた。この状態

を「多皇」とよんだ。関節炎は関第の多血，蹄炎法姉

動振の欝血，などである。

c.ローマ時代初期の自黙科学と医学

このように，アレキサンドワアで一段と美しく花開

いたギリシャ文明は，ローマ時代に受け継がれ，医学

の面でも多数の読派が生まれた。即ち， 1) とポクラ

テス医学{体譲学説)の涜れをくむ「教条主義派jに

はヘロフィロスの弟子達が 2)デモクワトスの原子

論の流れをくむ[方法学派Jにはアスクレピアデス
包C120-70) らがおストア派の流れをくむ「霊

気学課Jにはアテナイオス (AC1世紀頃活躍)，アレ
タイオス (AC1世紀中頃活擢)らが， 3)全ての学涼

を統合した f折衷学課Jには 吉代ギワシャ医学を集
大成したガレヌスがいる。

ガレヌス (AC125-199)誌 とポクラテスに匹敵

する大医学者で，古代ギリシャ医学の流れをくむ最後
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の巨匠である O 彼は 小アジアのぺjレガモン生まれで

ある G ベJレガモンは 当時，アレキサンドリアと覇を

競うほどの医学のメッカで，アスクレピオス神殿があ

った。 17才の時父ニコンの強いすすめにより医学

を志した。父の死後，遍涯の旅に出て，スミルナ，コ

ガレヌス像

ワントなどで腕を磨き，ア

レキサンドワアに渡って研

讃を積んだ。 30才の頃，

ローマに渡って開業し，解

説学の講義もした。設の外

科的手腕が高く評価され，

マjレタス・アウレリウスの

招きにより，被及び被の怠

子の侍涯となった O 彼は，

ローマで活擢した後，紀元

199年，ローマかベルガモ

ンで死亡したとされている。

被の著書法， 400 -500編を数え，その代表的立著

書は「解剖学J，I諸器官の脊用性についてJ，I諸器宮
の病気JJヒポクラテスとプラトンの学説J，I治療法J，
「薬剤議合法J，I需生学jなどが毒る。
被の医学は，医学一般，解剖学，生理学，病理学，

薬物学，衛生学，病国，診断，予後，などに卦かれ，

その内容は広範で 科学的な思考に基づいた壮大主体

系を打ちたてている G

当時，ローマでは人体解剖が許可されておらず，譲

や臆を用いた解剖学であるため 人体解説に関しては

近代解剖学とはやや異なる事分も見られるが，生体を

詳細に観察し，組織学的なレぺんにまで及んだ観察を

行っている。

被の生体系理論は 極めて理路整然としたものであ

るO 開ち，生体は自体と液体からなる。国体部分は，

同種部分と異種部分からなり，前者は簸肉，詣肪，骨

など構成要素が同質なもの，後者は肝臓，腎臓立ど異

なった組織が混在しているものとしている。液手本部分

は，とポクラテスの4t本液{血譲，粘液，黄胆汁，黒
腫汁)学説を踏襲している O

被の「解剖学Jは ヨーロッパ中世末期にパドパ大
学のベザリウス (1514-1564)が近代解部学を打ち

たてるまでは，ヨーロッパの各大学における「解部学

の聖書jとして君臨した書であった。

被の生理学は，ヒポクラテスの体液学説を基本とし，

パルメニデスやエンペドクレスらの学説，或い誌霊気

(プノイマ}学派の学説を取り入れ，ダイナミックに

展開している。又，動物実験を多用し，臓器，組織の

機能を明快に示している。例えば 1)尿管を結繋す

ることにより，腎臓が尿を産生することを証明， 2) 

腕神経を切顕することにより 腕神経が上腕の運動を

司ること，などである O

病因論に関しでも，体液学説に基づき，身体の構成

要素において体液の変化が生じた場合に機能が障害さ

れると考えた。

治療に関しでも，ヒポクラテスの理論及びその実践

を踏襲し，生体の自然治癒力(フュシス)を重要視した。

ガレヌスの時ftを過ぎると ローマ持代はキリスト
教時代が到来した。即ち コンスタンチヌス大帝によ

りキリスト教が国教となって以来 ヨーロッパ中世は

宗教(非合理)時代へと移行し，科学(合理)的思考

は停滞し，中世京期のルネッサンス時代まで，科学の

発展は歩をゆるめていった。

N.終わりに

以上のごとく，ヨーロッパの科学には古代ギリシャ

からでも 2，500年以上の歴史があち，それ以前にも古

代エジプト，メソポタミアの科学的遺産が数千年にわ

たって豊富にあり，それらの文化遺産を無視しては，

近代ヨーロッパ科学を論ずることはできない。

この古式ギリシャ人の科学的思考をたどってみる

と，紀元詰6-5世紀項，すでに現代科学の基本概会

が確立されていることに気付く。即ち，天文学，数学，

幾何学，物理学，哲学，論理学，論理学，政治学，社

会学，動物学，植物学，解剖学，生理学，発生学，及

びそれらの多くを告合する医学・医濠の基本的概念

が，全て出そろっており 後置の人々によって徐々に

肉付けされていった惑が強い。その流れの中に天文学

のコペルニクスが，ケフラーが，物理学のガリレオが，

ニュートンが，解剖学のベザリウスが，生理学のハー

ベイが，病理学のモルガニー，ウイルヒョウがいるわ

けである。

自然科学のみならず，文学，芸能の面においても，

ホメロスの「イワアスJ，IオデュッセイアJ，アイス
キュロスヲゾフォクレス，エウワゼデスらの「ギリシ

ャ悲劇J，ブエイデ4アス，ポワュクレイトス，プラ
クシテレスらの「吉弐ギリシャ彫刻Jなどは，その後
のヨーロッパの文学，絵画，彫刻に大きな影響を与え

たもので毒る。

一方，アジアにおいても，吉代中国文明をiまじめと

する豊富な文色遺産を受け継いできていることはいう

までも立いが，近代科学に関する面では，アジアの出

遅れはかなり大きかったことも事実である O これらの

ことを十分に理解し，アジア或いは日本と「科学J， 
或いは「科学的思考jについて じっくり考えてみる

ことも必要で、あると思われる。

文章夫

。G.E.R.ロイド:初期ギヲシャ科学ータレスから
アリストテレスまで-.(山野耕治，山口義久訳)， 

叢書ウニベルシタスシリーズ， 東京，法政大学
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出版局， 1994 

2)加藤吉頗:ギリシャ哲学史.東京，東京大学出版

会， 1996 

3)西JII亮:古代ギリシャの原子論，広島，渓本社，

1995 

4)訂ング， A.A.:ヘレニズム哲学ーストア諌，ヱ

ピクロス謙， 1襲疑謙一. (金山弥平訳)，東京，東
京大学出版会， 1974 

5)プラトン rプラトン全集J(1-15巻)，田中美
知太郎ら訳，東京，岩波書癌， 1975 

6)アリストテレス rア1)ストテレス全集J(1-
17巻).山本元誰，加藤信期ら訳，東京，岩波書

屈， 1976 

7) ヒポクラテス rヒポクラテス全集J(今裕訳). 
東京，名著刊行会， 1973 

8) Lyons， A.S. and Petrucelli， R.J. II. : Medicineラ組

illustrated history. New Y ork， Harry M. Abrams， Inc. 

1987 

9) Meye主-Steineg，Th. und S吋 hoff，K. : Illustrierte 

Geschichte der ~在εdizin. Stuttgart， Gustav Fischer 

Verlag， 1965 

10)梶原博毅 I医学史概観J，東京，六法出販社，
1994 
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